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■ 改良の手順 
1. 自分が作りたいソルバーに最も近い既存ソルバーを探す。 
ソルバーのソースは、‾applications/solvers/に入っている。 

2. ソルバーをディレクトリごとユーザーディレクトリへコピーする。     
3. コピー後のソルバーディレクトリを改良する。改良ポイントは、 

 •ソルバーコードの変更。支配方程式の変更やヘッダの追加等を行う。 
 •createFields.Hのコード変更。変数や物性値の定義を行う。 
•make/filesのコード変更。コンパイル先やコンパイル後の名前を指定する。 
ち な み に 、 初 期 設 定 で は $(FOAM_APPBIN) に な っ て い る が 、

$(FOAM_USER_APPBIN)にコンパイルした方が、オリジナルソルバーと
の混在をさけることができる。$(FOAM_USER_APPBIN)を指定すると、
/user-1.7.x/applications/bin/の中にコンパイルされる。 

4. 計算に必要なライブラリを探し、ライブライリの変更が必要かどうかを判断
する。ライブラリのソースは、-src/の中にある。 

5.ライブライリの変更が必要な場合、ライブラリをディレクトリごとユーザーデ
ィレクトリへコピーし、コピー後のライブラリを改良する。改良のポイントは、 
  •***.Hファイルや***.Cファイルのコード変更。 
  •make/filesのコード変更。コンパイル先やコンパイル名を変更する。 
7.改良ソルバーのディレクトリへ移動し、wmakeを実行する。 
8.改良ライブラリのディレクトリへ移動し、wmake libsoを実行する。 
9.ソルバーに必要な propertiesを tutorialsの中から探し、ケースディレクトリ
の constantへコピーする。 

10.propertiesの中身を既存のものを参考にしながら改良する。 
11.計算実行。 


